
[鼠ケ関漁船クルージング]
　潮風を受けながら、目の前に広がる海原を
疾走する爽快感を味わえる漁船クルージング。
今年は８月17日○日まで運航しています。
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止
法
で
は
、
身
体
、
知
的
、
精
神
に
障
害
の

あ
る
方
や
、
発
達
障
害
ま
た
は
そ
の
他
の
心

身
の
障
害
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
や
社
会
生

活
で
常
に
制
約
を
受
け
る
方
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
（
十
八
歳
未
満
の
方
、
障
害
者
手
帳

を
取
得
し
て
い
な
い
方
も
含
み
ま
す
）。

　
障
害
者
へ
の
虐
待
は
、
ど
の
場
所
で
も
起

こんなことが 虐待 です

　
皆
さ
ん
は
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」（
正

式
に
は
「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の

養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」）

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
、
虐
待
に
よ

っ
て
障
害
者
の
権
利
や
尊
厳
が
脅
か
さ
れ
る

の
を
防
ぐ
た
め
の
法
律
で
、
平
成
二
十
四
年

十
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
障
害
者
虐
待
防

■身体的虐待
　障害者の体に傷や痛みを負わ
せる暴行を加えること。また正
当な理由なく身動きがとれない
状態にすること。
例　平手打ち、殴る、蹴る、不
　　要な薬を飲ませる

■性的虐待
　障害者に無理やり（または同
意と見せかけ）わいせつな行為
をしたりさせたりすること。
例　裸にする、性的行為を強要
　　する

■心理的虐待
　障害者を侮辱したり拒絶した
りするような言葉や態度で、精
神的な苦痛を与えること。
例　どなる、悪口を言う、仲間
　　に入れない

■放棄・放任（ネグレクト）
　食事や入浴、洗濯、排せつな
どの世話や介助をほとんどせず、
障害者の心身を衰弱させること。
例　十分な食事を与えない、不
　　潔な住環境で生活させる

■経済的虐待
　本人の同意なしに障害者の財
産や年金、賃金などを使うこと。
また障害者に理由なく金銭を与
えないこと。
例　年金や賃金を渡さない、勝
　　手に預貯金等を処分する

障
害
者
を
虐
待
か
ら
守
る
法
律
が
あ
り
ま
す

虐待の「サイン」を
見逃さないことが、
早期発見の第一歩。
「もしかしたら…」と
思ったらご連絡を。

み
ん
な
で
防
ご
う

　
　
障
害
者
虐
待

　

障
害
者
へ
の
虐
待
は
、
障
害
者
の
尊
厳
を
害
す
る
も
の

で
あ
り
、
障
害
者
の
自
立
・
社
会
参
加
を
妨
げ
る
も
の
で

す
。
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
大
切
な
の
は
、
一
人
ひ
と
り
が

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
早
期
に
発
見
・
対
応
す
る
こ

と
。
虐
待
さ
れ
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、
虐
待
を
し
て
い

る
側
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

﹇
特
集
﹈

◎
問
合
せ　

本
所
福
祉
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
１
３
０

こ
り
う
る
問
題
で
す
。
障
害
者
を
養
護
す
る

家
族
、
障
害
者
福
祉
施
設
の
職
員
、
勤
務
先

の
事
業
主
に
よ
る
虐
待
な
ど
、
様
々
な
ケ
ー

ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
昨
年
度
、
本
市
に
は

障
害
者
虐
待
に
関
す
る
相
談
が
数
件
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
虐
待
と
し
て
認
定

さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
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障
害
者
虐
待
は
、
虐
待
し
て
い
る
側
に
そ

の
認
識
が
な
い
場
合
や
、
虐
待
さ
れ
て
い
る

方
が
虐
待
だ
と
認
識
で
き
ず
被
害
を
訴
え
ら

れ
な
い
で
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

虐
待
さ
れ
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、
虐
待
を

し
て
し
ま
う
家
族
な
ど
の
養
護
者
に
も
支
援

が
必
要
な
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
障
害
者
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
、
そ
し

て
、
養
護
者
を
は
じ
め
障
害
者
に
関
わ
る
全

て
の
人
が
虐
待
を
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
虐
待
を
身

近
な
問
題
と
し
て
捉
え
、
地
域
ぐ
る
み
で
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
障
害
者
を
養
護
す
る
方
へ

　
虐
待
の
背
景
に
は
、
養
護
者
の
介
護
疲
れ

や
健
康
問
題
、
障
害
へ
の
知
識
不
足
、
家
族

間
の
人
間
関
係
、
養
護
者
自
身
の
障
害
な
ど

様
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
決
し

て
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
障
害
者
を
養
護
し
て
い
る
方
は
、
家
族
だ

け
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
で
、
信
頼
で
き

る
人
や
相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

介
護
の
負
担
を
減
ら
し
、
冷
静
に
な
れ
る
時

間
や
休
息
で
き
る
時
間
を
作
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
市
の
担
当
窓
口
や
障
害
者
相
談
支
援

事
業
所
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
地
域
の
皆
さ
ん
へ

　
障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
に
気
付

い
た
方
の
通
報
義
務
も
定
め
て
い
ま
す
。
気

付
い
た
方
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
速
や

か
に
市
の
担
当
窓
口
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
周
り
に
少
し
で
も
気
掛
か
り
な
こ
と

が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
小
さ
な

気
付
き
が
虐
待
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
虐
待
を
通
報
し
た
方
や
虐
待
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
届
け
出
た
方
が
特
定
さ
れ
る
情
報
は

慎
重
に
取
り
扱
わ
れ
ま
す
（
匿
名
に
よ
る
通

報
で
も
、通
報
内
容
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
す
）。

■
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
関
係
者
へ

　
障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
を
発
見

し
や
す
い
立
場
に
あ
る
保
健
・
医
療
・
福
祉

等
関
係
者
は
、
虐
待
の
早
期
発
見
、
国
・
地

方
公
共
団
体
の
施
策
へ
の
協
力
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
　

■障害者虐待の通報・届出は…　　　　　　　　　　　　　　通報・届出した方の秘密は守られます
担当窓口 所在地 電話・ファクス番号 開設日時

市役所本所福祉課障害福祉係 市内馬場町９‐25 ☎25‐2111内線130
℻25‐9500

月曜～金曜日午前８時
30分～午後５時15分
（祝日、年末年始を除く）

　〃　藤島庁舎市民福祉課 市内藤島字笹花25 ☎64‐2111内線115
℻64‐5940

　〃　羽黒庁舎市民福祉課 市内羽黒町荒川字前田元89 ☎62‐2111内線504
℻78‐0871

　〃　櫛引庁舎市民福祉課 市内上山添字文栄100 ☎57‐2116内線243
℻57‐2119

　〃　朝日庁舎市民福祉課 市内下名川字落合１ ☎53‐2111内線325
℻53‐2119

　〃　温海庁舎市民福祉課 市内温海戊577‐１ ☎43‐4613内線253
℻43‐4631

障害者相談支援センター
（総合保健福祉センター内） 市内泉町５‐30 ☎25‐2794（直通）

℻25‐2476
月曜～金曜日午前８時
30分～午後５時15分
（祝日、年末年始を除く）

　※緊急の場合（生命の危険にさらされるような虐待を受けているのを見付けたとき）は、すぐに警察に通報
　　してください。
　※通報・届出をしたことで不利益な取扱いを受けることはありません。

■福祉サービスの利用など日常生活の様々な相談は…　　　　　　　　　　　　
担当窓口 所在地 電話・ファクス番号 開設日時

障害者相談支援センター
（総合保健福祉センター内） 市内泉町５‐30 ☎25‐2794（直通）

℻25‐2476 月曜～金曜日午前８時
30分～午後５時15分
（祝日、年末年始を除く）あおば学園（主に障害児） 市内宝町18‐50 ☎29‐1502

℻33‐9900
　※本所福祉課障害福祉係、各地域庁舎市民福祉課でも相談に応じています。

　
尊
厳
を
持
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と

は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
望

む
こ
と
で
す
。
虐
待
の
防
止
や
早
期
発
見
、

適
切
な
対
応
の
た
め
に
、
虐
待
の
問
題
を
一

人
で
抱
え
込
ん
だ
り
放
置
し
た
り
せ
ず
、
地

域
社
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
解
決
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
全
て
の
人
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

障
害
者
虐
待
を
な
く
す
た
め
に
は

　
　
　
地
域
み
ん
な
の
協
力
が
必
要
で
す

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に



4

ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

温海 あつみ温泉  ボランティア観光ガイド

<あつみ温泉＞

温海 学校地域連携事業　小学生漁業体験・魚食教室

＜鼠ケ関港＞

鼠ケ関小５年生が、地場産業の一つである漁業
を丸ごと体験。漁場までのクルージングを満喫
しながら底引き網漁を見学し、とれた魚を仕分

6. 24
けます。ウマヅラハギのさばき方も教わり、み
そ仕立てのハギ汁をみんなでおいしく頂きまし
た。

羽黒 五重塔ライトアップ演奏会

＜羽黒山五重塔＞

神秘的な境内に美しい音色が響き渡り、
観光客を魅了しました。週末やお盆を中
心に、各種演奏会が催されます。

6.14
～
9.13

「温泉街の魅力をたくさんの人に伝えた
い」。観光客を案内し、笑顔でもてなし
ました。山形ＤＣに合わせて無料で実施。

6.14
～
9.13
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市内 小学生サクラマス放流

朝日 六十里越街道トレッキング「青空説法とあさひむらスイーツを楽しむ」

樹齢約1,800年と伝えられる大木の前で、
参加者たちは出羽三山信仰の歴史などの
解説を興味深く聞きました。

6. 28

＜大日坊の皇壇スギ＞

市内 海開き

市内 6か所の海水浴場が続々とオープ
ン。子供たちは、波打ち際でうれしそう
にはしゃいでいました。

7.11
～
8. 24

＜由良海水浴場＞

羽黒 出羽三山神社例大祭「花祭り」

五穀豊じょう・家内安全を祈願。午歳御
縁年の今年は蜂子神社御開扉も行われ、
大勢の参拝者でにぎわいました。

7.15

＜羽黒山頂＞

＜市長室＞

鶴岡 鶴岡公園周辺地区  都市景観大賞受賞報告

市と馬場町五日町線まちづくり協議会が
共同受賞。表彰式に出席した若木昭宏協
議会長が受賞を報告しました。

6.16

市内 快速「ＳＬ山形ＤＣ架け橋号」

村上駅～酒田駅間で運行され、あつみ温
泉駅と鶴岡駅に停車。ホームは多くの観
光客や親子連れでにぎわいました。

6. 28
 ・29

＜櫛引地域東荒屋地区＞＜鶴岡駅＞

「大きくなって帰ってきてね」。あさひ小
４年生が赤川の上流、櫛引西小６年生が
下流から稚魚2万匹を放流しました。

7．8
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鶴岡市環境保全型農業推進計画
策定しました

■問本所農政課☎内線556

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

環境保全型農業を進め、有機・特別栽培と慣行栽培の面積割合を
現在の３：７から５：５へと、有機・特別栽培の割合を高めます

【具体的取り組み】

【目指す将来像】 ▷全ての農業者が環境保全型農業を実践する地域
▷環境に優しく良質な農作物の生産が拡大する地域
▷多様な生態系の維持保全による環境に優しい地域

お祭り等で火気器具を使用する場合、消火器と届出が必要です
鶴岡市火災予防条例が改正

■申消防本部予防課☎22‐8332

　夏はお祭りなど、来場者が多く集まるイベントが行
われますが、このときに、火災が発生すると大きな災
害につながります。そこで、このような催しで火気器
具を使用する場合、消火器の準備と事前届出が「鶴岡
市火災予防条例」で義務化されました。詳しくは市HP
「消防本部」をご覧ください。

■多数の来場者が集まるイベントとは
祭礼や花火大会、展示会など一定の場所に多くの人が

集まることで混雑が生じ、火災発生時
に危険性が高まる催し。近親者のバー
ベキューなど個人的な催しは対象外
■火気器具とは
液体・固体・気体燃料を使用する器具、電気を熱源
とする器具、その他火災の発生のおそれがある器具
■準備する消火器
使用する火気器具等の種別や周囲の可燃物等に応じ
た腐食や破損のない消火器

2

生時
バー
外

１.生産の振興　‐環境保全型農業の全市的な推進‐
　▷有機・特別・減農薬栽培等の全市的取り組みと栽培技術の普及
　　…技術講習会などの実施、エコファーマーの促進
　▷生産体制の整備
　　…情報窓口のネットワーク強化、農薬飛散防止、耕作放棄地の解消
　▷堆肥の活用による土づくりの強化
　　…適正な施肥管理の啓発、堆肥センター等体制整備、堆肥散布の促進
　▷有機農業の取り組みの推進
　　…有機栽培の実証・展示圃（ほ）の設置、技術公開への支援
２.販売消費の振興　‐環境に優しい鶴岡産農作物ブランドの確立‐
　▷環境保全型農業を軸としたブランドの確立
　　…生産・流通・消費者等での検討組織の立ち上げ
　▷市農産物認定認証事業の維持と差別化
　　…認定認証事業のＰＲとブランド展開への活用
３.未来志向の振興　‐次代に向けた啓発と生物多様性の保全‐
　▷消費者や子供が親しみやすい環境づくり
　　…消費者へのＰＲイベント、出前教室等の実施
　▷生物多様性保全、循環型農業のための取り組み
　　…冬期たん水・簡易ビオトープの設置、漂着枯葉等未利用資源の活用

　環境保全型農業は、環境への負荷を軽減し、生物多
様性の保全に役立てることに加え、良質な農作物を供
給する産地としてのイメージを高め、安全な農産物を
求める消費者ニーズに応えるための有効な取り組みで
す。

　本市は「鶴岡市環境保全型農業推進計画」（計画
期間：平成30年度まで）を策定し、環境に優しく
安全・安心な鶴岡産農作物の産地づくりに努め、生
産と消費の拡大を目指します。
　計画の内容は市HP「農政課」をご覧ください。

３

　

　

目標
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鶴岡市地球温暖化対策実行計画　平成25年度報告
結果報告

■問本所環境課☎内線720

荘内病院職員募集（看護師・薬剤師）【平成27年４月１日採用予定】
職員募集

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

■募集職種（募集人員）・受験資格
▷看護師（10人程度）…昭和45年４月２日以降に生
まれ、看護師免許を取得している方及び平成27年４
月までに取得見込みの方
▷薬剤師（若干）…昭和55年４月２日以降に生まれ、
薬剤師免許を取得している方及び平成27年４月まで
に取得見込みの方

■試験日時・会場
▷１次試験…９月21日○日午前10時・同院
▷２次試験…１次試験合格者を対象に11月下旬予定

■申込み受付
▷８月４日○月～29日○金に、申込書を同院総務課へ（郵

送の場合は８月29日までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷同院総務課及び本所職員課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請　
求」と朱書きし、返信用封筒（宛先を明記したＡ４
判用の角形２号封筒。折り畳んでも構いません）、
140円分の切手、応募職種・連絡先を記入したメモ
を同封して、同院総務課（〒997‐8515市内泉町４
‐20）へ　
▷市HP「職員採用情報」及び
同院HP「職員募集」からダウ
ンロードすることもできま
す

■同計画が対象とする範囲区分と内訳
①市長部局…市役所、消防本部、コミセン等集会施　
　設、その他各施設及び公用車の業務
②教育委員会…各学校施設、小真木原公園等、同委
　員会が所管する施設及び公用車の業務
③荘内病院…荘内病院、湯田川温泉リハビリテーシ
　ョン病院、荘内看護専門学校及び公用車業務

■市の業務による温室効果ガス排出量の比較
　　　　　　　　　　　　　　　（単位：t－CO2）

　本市は、地球温暖化の原因となる温室効果ガスの削
減に向けて昨年７月に策定した「第２次鶴岡市地球温
暖化対策実行計画」に基づき、市役所等の全ての業務
に伴う温室効果ガスの排出量を、平成25年度～29年
度の５年間で、平均５％（22年度比）削減すること
を目標に、具体的な取り組みを進めています。
　第２次計画の初年度となる25年度は、22年度と比

べ６.13％を削減しました。これは、東日本大震災
後に全国的に意識が高まった節電等の省エネ対策が
定着したことや、雪の少ない冬だったことなどが要
因と考えられます。
　市ではこの結果を踏まえて、26年度以降も温室
効果ガス排出量の５％削減を維持できるよう、引き
続き節電と省エネに努めます。

増減率＝（平成25年度排出量－22年度排出量）
÷22年度排出量×100

➡
６.13%減少

区分 平成22年度 平成25年度 増減率
① 27,888.3 25,993.6 － 6.79％
② 10,895.1 10,040.9 － 7.84％
③ 7,116.9 7,049.9 － 0.94％
合計 45,900.3 43,084.4 － 6.13％
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円　

▽
市
民
税
課
税
世
帯
で
生
計
中
心
者
が

所
得
税
非
課
税
…
月
額
５
、
０
０
０
円　

▽

生
計
中
心
者
の
所
得
税
が
６
万
円
未
満
…
月

額
２
、
０
０
０
円　

■申
本
所
福
祉
課
☎
内
線

１
３
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

▼
共
通　

■
助
成
対
象
品　

紙
お
む
つ
、
尿

取
り
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、
お
尻
拭
き

■
助
成
方
法　

注
文
を
受
け
た
助
成
対
象
品

を
市
の
登
録
業
者
が
配
達　

■他
受
給
者
へ
通

知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
証
が
新
し
く

な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
８

月
31
日
○日
で
す
。
９
月
１
日
○月
か
ら
使
用
す

る
保
険
証
は
、
世
帯
主
宛
に
家
族
分
を
ま
と

め
て
８
月
31
日
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
期
限

の
切
れ
た
保
険
証
は
破
棄
す
る
か
、
本
所
国

保
年
金
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら

▽
記
載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
、

間
違
い
が
あ
る
と
き
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

▽
９
月
以
降
に
医
療
機

関
等
で
受
診
す
る
際
は
、

必
ず
新
し
い
保
険
証
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
７
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
の
付
加
年
金
制
度

に
つ
い
て

　

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
（
平
成
26
年
度

は
月
額
１
万
５
、
２
５
０
円
）
に
、
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納

め
た
方
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
時
に
、

納
め
た
月
数
×
２
０
０
円
の
金
額
を
加
算
し

て
受
け
取
る
制
度
で
す
。
例
え
ば
、
20
年
間

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
12
か
月
×
20
年

×
２
０
０
円
で
、
年
額
4
万
８
、
０
０
０
円

を
上
乗
せ
し
て
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
、
ま

た
は
繰
り
下
げ
受
給
す
る
場
合
は
、
付
加
年

金
も
繰
り
上
げ
、
ま
た
は
繰
り
下
げ
に
な
り
、

受
け
取
る
金
額
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
同
率

で
減
額
ま
た
は
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
付
加
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
児
童
扶
養

手
当
の
26
年
度
定
時
届
の
提
出
を

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
現
況
の
届
出
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方

に
は
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
期
間
内
に

忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
期
間　

特
別
児
童
扶
養
手
当
…
８
月

11
日
○月
〜
９
月
10
日
○水　

児
童
扶
養
手
当
…

８
月
1
日
○金
〜
29
日
○金　

■
届
出
先　

本
所

子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
１
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

▼
特
設
受
付
会
場
を
設
け
ま
す　

■日
８
月
14

日
○木
〜
20
日
○水
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
曜
・
日
曜
日
除
く
）　

■場
市
役
所
本
所
６

階
大
会
議
室

市
政

「
創
造
支
援
事
業
計
画
」
が

認
定
さ
れ
ま
し
た

　

本
市
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く

「
創
業
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
国
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
創
業
・
開
業
を
お
考

え
の
方
や
創
業
・
開
業
間
も
な
い
方
に
対
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
や
資
金
調
達
な
ど

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
支
援
を

行
い
ま
す
。
具
体
的
な
支
援
策
や
優
遇
制
度

な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
９
３
ま
た
は
庄
内

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０
へ

福
祉
・
年
金
・
医
療

家
族
介
護
者
支
援
事
業　
　

協
力
温
泉
施
設
募
集

　

重
度
要
介
護
者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る

家
族
へ
、
日
頃
の
介
護
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に

温
泉
入
浴
券
の
贈
呈
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
温
泉
入
浴
券
利
用
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
温
泉
施
設
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
要
件　

本
市
に
入
湯
税
を
申
告
し
て

い
る
温
泉
施
設　

■申
８
月
15
日
○金
ま
で
本
所

長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

高
齢
者
へ
長
寿
の
お
祝
い

　

長
寿
の
お
祝
い
の
年
齢
に
あ
た
る
方
へ
、

９
月
下
旬
頃
ま
で
に
賀
詞
や
祝
品
を
お
届
け

し
ま
す
。

■対
・
■内
数
え
歳
88
歳
の
方
（
米
寿
。
昭
和
２

年
生
ま
れ
）
…
市
か
ら
賀
詞
（
鶴
岡
地
域
の

み
。
温
海
地
域
は
９
月
の
敬
老
会
で
贈
呈
。

そ
の
他
の
地
域
は
贈
呈
済
み
）　

数
え
歳
99

歳
の
方
（
白
寿
。
大
正
５
年
生
ま
れ
）
…
県

知
事
か
ら
賀
詞　

満
１
０
０
歳
の
方
（
大
正

３
年
４
月
１
日
〜
大
正
４
年
３
月
31
日
生
ま

れ
）
…
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
状
と
記
念
品

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
２

寝
た
き
り
高
齢
者
等
・
障
害（
児
）者
へ
の
紙

お
む
つ
支
給
制
度
が
９
月
に
変
わ
り
ま
す

▼
寝
た
き
り
高
齢
者
等　

■対
次
の
全
て
に
該

当
す
る
方　

①
65
歳
以
上
ま
た
は
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
40
歳
〜
64
歳　

②
在
宅
等

で
介
護
を
受
け
て
い
る
常
時
失
禁
状
態
の
寝

た
き
り
高
齢
者
等　

③
本
人
の
市
民
税
が
非

課
税　

■
助
成
限
度
額　

▽
介
護
保
険
料

１
・
２
段
階
…
月
額
７
、
０
０
０
円　

▽
同

３
・
４
段
階
…
月
額
５
、
０
０
０
円　

▽
同

５
・
６
段
階
…
月
額
２
、
０
０
０
円　

■申
各

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護

課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ　

▼
障
害
（
児
）
者　

■対
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方　

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
、
療
育
手
帳
Ａ
に
該
当
す
る
及
び
特
定
の

難
病
の
指
定
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
こ
れ

ら
と
同
程
度
の
障
害
が
あ
り
常
時
失
禁
状
態

に
あ
る
寝
た
き
り
の
方　

②
３
歳
以
上
65
歳

未
満
（
40
歳
〜
64
歳
で
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
除
く
）　

③
世
帯
の
生
計
中
心
者

の
前
年
分
所
得
税
が
６
万
円
未
満　

■
助
成

限
度
額　

▽
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
生
計
中

心
者
が
所
得
税
非
課
税
…
月
額
７
、
０
０
０
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来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

受
付
時
間（
午
後
）や
会
場
等
は
、
９
月
上

旬
に
郵
送
す
る
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■対
平
成
20
年
4
月
2
日
〜
21
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
（
東

日
本
大
震
災
で
の
避
難
な
ど
本
市
に
住
所

が
な
い
児
童
も
受
診
が
必
要
で
す
）　

■問
学

校
教
育
課（
櫛
引
庁
舎
）☎
57
‐
４
８
６
５

生
活
・
そ
の
他

荘
内
病
院
の「
理
容
室
」営
業

者
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
施
設　

荘
内
病
院
９
階
理
容
室　

■対

市
内
に
本
店
、
支
店
、
営
業
所
を
有
す
る
企

業
ま
た
は
個
人　

■申
８
月
1
日
○金
〜
25
日
○月

に
応
募
書
類
を
同
院
総
務
課
☎
26
‐
５
１
１

１
内
線
６
３
３
４
へ　

■他
応
募
書
類
は
８
月

１
日
か
ら
同
課
で
配
布

優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を  

募
集
し
ま
す

　

本
市
は
毎
年
、
優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を

卓
越
技
能
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。
あ

な
た
の
周
り
の
技
能
者
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
技
能
者　

①
15
年

以
上
の
経
験
を
持
ち
、
今
も
そ
の
職
業
に
従

事　

②
技
能
を
通
じ
て
労
働
者
の
地
位
向
上

及
び
産
業
発
展
に
寄
与
し
、
他
の
技
術
者
の

模
範
に
な
っ
て
い
る　

■申
９
月
12
日
○金
ま
で

推
薦
書
を
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
６
５
へ　

■他
募
集
要
項
及
び
推
薦
書
は
市
HP「
商
工
課
」

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る 

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

　

計
量
法
に
よ
っ
て
定
期
検
査
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

■場
・
■日
羽
黒
体
育
セ
ン
タ
ー
…
９
月
２
日
○火

藤
島
庁
舎
バ
ス
車
庫
棟
…
３
日
○水　

櫛
引
庁

舎
車
庫
棟
…
４
日
○木　

朝
日
庁
舎
車
庫
棟
…

５
日
○金　

鼠
ケ
関
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
…

８
日
○月　

温
海
庁
舎
…
９
日
○火　

■時
午
前
11

時
〜
午
後
２
時
30
分　

■
検
査
手
数
料　

１

台
２
５
０
円
〜
３
、
２
０
０
円　

■問
各
地
域

庁
舎
産
業
課（
羽
黒
庁
舎
は
観
光
商
工
室〈
い

で
は
文
化
記
念
館
〉）

平
成
26
年
全
国
消
費
実
態
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
る
こ

の
調
査
は
、
家
計
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
調
査
結
果
は
国
や
地
方
公
共

団
体
の
各
種
行
政
施
策
や
消
費
・
経
済
の
分

析
の
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
地
区　

三
和
町
、
日
枝
字
鳥
居
上
、

日
枝
字
海
老
島
、神
明
町
、桜
新
町
、城
北
町
、

高
坂
字
三
ケ
水
口
、
三
瀬
、
東
荒
屋
、
常
盤

木
字
木
原　

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５

２
９
ま
た
は
櫛
引
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
内
線

２
１
７
へ

住
居
表
示
実
施
地
区
で
建
物
を

新
築
・
改
築
し
た
方
は
届
出
を

　

住
居
表
示
実
施
地
区
の
建
物
に
は
、
土
地

の
地
番
（
登
記
簿
上
の
番
号
）
と
は
別
に
住

居
番
号
が
付
番
さ
れ
ま
す
の
で
、
同
地
区
に

建
物
を
新
築
・
改
築
し
た
と
き
は
、
住
居
番

号
を
付
番
す
る
た
め
の
届
出
（
新
築
等
届
出

書
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
住
居
表
示
実
施
地
区　

青
柳
町
、
泉
町
、

伊
勢
原
町
、
稲
生
一
丁
目
・
二
丁
目
、
海
老

島
町
、
大
塚
町
、
大
西
町
、
大
山
一
丁
目
〜

三
丁
目
、
家
中
新
町
、
上
畑
町
、
切
添
町
、

小
真
木
原
町
、
桜
新
町
、
三
光
町
、
山
王
町
、

城
南
町
、
城
北
町
、
昭
和
町
、
新
海
町
、
神

明
町
、
末
広
町
、
砂
田
町
、
千
石
町
、
大
東

町
、
大
部
町
、
大
宝
寺
町
、
宝
町
、
宝
田
一

丁
目
〜
三
丁
目
、
長
者
町
、
朝
暘
町
、
茅
原

町
、
道
形
町
、
友
江
町
、
鳥
居
町
、
苗
津
町
、

新
形
町
、
錦
町
、
西
新
斎
町
、
の
ぞ
み
町
、

馬
場
町
、
東
新
斎
町
、
東
原
町
、
日
出
一
丁

目
・
二
丁
目
、
日
吉
町
、
日
和
田
町
、
双
葉

町
、
文
園
町
、
平
成
町
、
ほ
な
み
町
、
本
町

一
丁
目
〜
三
丁
目
、
美
咲
町
、
道
田
町
、
み

ど
り
町
、
美
原
町
、
三
和
町
、
睦
町
、
湯
野

浜
一
丁
目
・
二
丁
目
、
由
良
一
丁
目
〜
三
丁

目
、
陽
光
町
、
余
慶
町
、
淀
川
町
、
若
葉
町

■
届
出　

新
築
等
届
出
書
に
案
内
図
２
部
、

配
置
図
１
部
、
平
面
図
１
部
を
添
付
し
て
本

所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８
へ

安
心
・
安
全
な
水
の
た
め
に 

８
月
１
日
〜
７
日
は「
水
の
週
間
」で
す

　

地
下
水
を
は
じ
め
と
す
る
水
は
限
り
あ
る

貴
重
な
資
源
で
す
。
安
定
的
・
永
続
的
に
利

用
し
て
い
く
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が

大
事
で
す
。
８
月
は
水
の
使
用
量
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
だ
ん
以
上
に

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
内
「
庄
内
南
部
地
域
地

下
水
利
用
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
５

２
４み

ん
な
で
応
援 

８
月
８
日
は「
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
日
」で
す

　

当
日
は
鶴
岡
市
長
の
市
場
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
や
鶴
岡
駅
・
庄
内
空
港
で
の
振
る
舞
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
命
名
理
由　

▽
「
だ
だ
ち
ゃ
」
は
「
お
や

じ
（
パ
パ
）」
を
意
味
し
、「
８
８
」
は
「
パ
パ
」

と
読
め
る
か
ら　

▽
数
字
の
「
８
」
が
２
粒

さ
や
が
多
い
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
特
徴
を
表
し
て

い
る
か
ら　

▽
旬
の
お
い
し
い
時
期
だ
か
ら

■問
本
所
農
政
課
☎
５
７
３

振
り
込
め
詐
欺
・
送
り
付
け
詐
欺

高
齢
者
を
狙
っ
た
手
口
に
注
意

▽
突
然
、
息
子
や
孫
を
名
乗
る
電
話
で
お
金

を
頼
ん
で
く
る　

▽
警
察
官
や
銀
行
関
係
者

を
名
乗
る
電
話
で
銀
行
等
の
口
座
情
報
を
聞

き
出
す　

▽
自
宅
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
き

複
数
の
会
社
か
ら
電
話
で
お
金
を
要
求　

▽

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
で
お
金
を
要
求

　

少
し
で
も
不
安
に
思
っ
た
ら
、
鶴
岡
警
察

署
☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
６
２

期
日

会
場
（
就
学
予
定
校
）

９/ 
17
○水
京
田
小
（
同
小
、
栄
小
）

18
○木
三
瀬
小
（
同
小
、
小
堅
小
、
由
良
小
）、

湯
野
浜
小
（
同
小
、
加
茂
小
）

19
○金
上
郷
小
（
同
小
、大
泉
小
）、藤
島
小
（
同

小
、
長
沼
小
）

24
○水
朝
暘
一
小
（
同
小
）、
西
郷
小
（
同
小
）

25
○木
朝
暘
二
小
（
同
小
）

30
○火
あ
さ
ひ
小
（
朝
日
地
域
）

10/
1
○水
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
温
海
地
域
）

2
○木
朝
暘
六
小
（
同
小
）

3
○金
朝
暘
四
小
（
同
小
）、
渡
前
小
（
同
小
、

東
栄
小
）、
羽
黒
二
小
（
羽
黒
地
域
）

7
○火
櫛
引
公
民
館
（
櫛
引
地
域
）

8
○水
朝
暘
三
小
（
同
小
）、
大
山
小
（
同
小
）

9
○木
斎
小
（
同
小
、
黄
金
小
）

10
○金
朝
暘
五
小
（
同
小
）

29
○水
に
こ
♥
ふ
る
（
未
受
診
者
）
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96

　鶴岡に来たのは４度目です。鶴岡致道大学が３度、
１度は慶應義塾大学の研究所を訪れました。鶴岡は
食べ物がおいしいという印象があります。食べるこ
とは生きることの基本ですから、生きていく場所と
して、とても良いところだと思っています。
　私は「生きもの」の研究に50年ほど携わってい
ます。その中で、東日本大震災と原子力発電所の事
故はとても衝撃的でした。科学技術が自然としっか
り向き合っていないと考えたからです。このことは
『科学者が人間であること』を執筆する動機にもな
りました。これからの社会を考えるために「人間は
生きものであり、自然の中にある」ことを、改めて
問い掛け続けていくつもりです。
 「生きもの」は細胞でできています。しかし、細胞
をいくら調べても、分からないことの方が多い。科

学の面白さは「分かること」
よりも「分からないことを見
付けていくこと」かもしれま

せんね。自分が気付かなかったことに気付く。そし
て、自分で考えて、他の人に聞いてみたり本を読ん
でみたりする。そうすることで、自分の世界がどん
どん広がっていきます。私も研究の根元にある「生
きていること」について、哲学、文化人類学、社会
学、歴史学、音楽、演劇、美術、農業、教育など様々
な分野の方と話し合い、そこから共感を得たり、ま
た新しい謎を見付けたりしています。
　毎日生きていれば、分からないことや思いどおり
にならないことがあって、もんもんとしますよね。
そのような日常の感覚が大事です。自然に対しても
同じで、全てが「分かる」「思いどおりになる」こ
とはありません。自然と向き合うには、常になぜだ
ろうと考えていくことが大切ではないでしょうか。
　自然は複雑で、思い掛けないことが当たり前に起
きますが、私たちを育ててもくれます。鶴岡は自然
が豊かなまちですので、この幸せな環境を大切にし
ていただきたいですね。

理学博士。ＪＴ生命誌研究館館長。最新の生命科学の成果等
を踏まえながら「生命誌（バイオヒストリー）」について研
究を行う。『自己創出する生命』『「生きている」を考える』『科
学者が人間であること』『ゲノムに書いてないこと』など著
書多数。毎日出版文化賞、大阪文化賞、アカデミア賞文化部
門など受賞。鶴岡総合研究所研究顧問。東京都出身。

中
な か む ら

村 桂
け い こ

子 さん
「生きもの」に向き合い続けて

鶴岡致道大学「人間にとって科学とは？～大事なのは科学より人間～」での講演の様子
（６月14日／先端研究産業支援センター）

市への意見や質問、広報を読んでの
感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

Q
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
を
散
歩
で
使

う
に
は
許
可
が
必
要
で
す
か

   

鶴
岡
西
部
公
園
に
あ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
で
、
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。  

   

団
体
の
利
用
が
な
く
、
誰
も
い
な
い

時
間
帯
で
も
、
事
前
に
許
可
を
も
ら
わ

な
い
と
使
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

団
体
の
専
用
使
用
が
な
い

場
合
は
自
由
に
使
え
ま
す

　

本
市
で
は
、
良
好
な
都
市
環
境
と
、

市
民
の
活
動
の
場
や
憩
い
の
場
の
提
供

を
目
的
に
都
市
公
園
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
で
利
用
で
き
る
場
と

し
て
、公
園
施
設
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
は
、「
西

部
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
い
う
公
園

施
設
で
、
主
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
少
年

野
球
、
保
育
園
の
運
動
会
で
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
団
体
で
の
練
習
や
試
合
で

使
用
す
る
場
合
、
専
用
使
用
と
し
て
事

前
に
公
園
の
使
用
申
請
が
必
要
で
す
。  

   

個
人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
団
体
が

A
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　慶應義塾大学先端生命科学研究所から誕生した
バイオベンチャー企業・スパイバー㈱。同社は、
鋼鉄を超える強度と、ナイロンのような高い伸度
を兼ね備える「クモの糸」の組成にヒントを得て、
人工クモ糸繊維の開発に取り組み、世界で初めて
クモ糸の主成分のタンパク質を利用した新素材
「ＱＭＯＮＯＳ」（クモノス）の量産化につながる
技術基盤を確立しました。
　この研究開発の始まりは10年前の平成16年に
遡ります。当時、慶應義塾大学環境情報学部４年
に在籍していた関山和秀さん（同社創業メンバー
の一人で同社取締役兼代表執行役）は、同じ大学
の後輩の菅原潤一さんと、飲み会の席で「ＮＡＳ
Ａも米軍も成し得なかったクモ糸の開発に取り組
もう」と熱く語り合いました。
　その後、研究を続けるため関山さんは大学院へ
進学。修士課程が終盤に差し掛かった平成19年
１月に、ごく僅かな量のタンパク質を合成し “糸
らしいもの ”を初めて作りました。「それは顕微
鏡でなければ分からないほど小さくて、繊維とは

呼べない代物でした。でも、僕たちは心から感動
し、目の前に道が開けたように感じました」と関
山さん。翌年10月には約２㎝の繊維を作ること
に成功します。その後も、たゆみない努力と斬新
な発想で研究開発に取り組み、優れたチームワー
クを駆使して着々と成果を上げ、生産性は最初の
頃に比べて数千倍に向上。量産技術基盤の確立へ
とつながりました。
　現在は、自動車の部品メーカーである小島プレ
ス工業㈱と実用化に向けたプロジェクトが進めら
れています。また、この素材は繊維の他、フィルム、
スポンジ、ゲル、パウダー、ナノファイバーといっ
た様々な形態で供給が可能であるため、海外企業
から問合せが多く寄せられるなど、将来的には幅
広い分野への応用開発が期待されています。
　石油などの枯渇性資源を原料としない、軽く、
強く、伸縮性を備えた夢の新素材「ＱＭＯＮＯＳ」。
関山さんは、「天然のクモ糸と同等の優れた特性
を持つＱＭＯＮＯＳを足掛かりに、タンパク質を
素材として使いこなす分野を切り拓き、グローバ
ルな研究開発の一大拠点を鶴岡市に築きたい」と
将来の事業展望を語ってくれました。

隔月連載

鶴岡が誇るものと技
鶴岡発の優れた技術やこだわりの逸品。その魅力や今後の展望を紹介します。

第３回　ＱＭＯＮＯＳ　～石油に頼らない次世代素材～

MADE in TSURUOKA

■問合せ／本所政策企画課☎内線525

〈ミーティング中の関山さん（写真左から４番目）〉

ＱＭＯＮＯＳ 繊維の製造工程

使
用
し
て
い
な
い
時
間
帯
で
あ
れ
ば
、

事
前
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

   

他
に
同
様
に
利
用
で
き
る
公
園
施
設

と
し
て
は
、
赤
川
河
川
緑
地
内
の
サ
ッ

カ
ー
場
や
ラ
ク
ビ
ー
場
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

   

な
お
、
有
料
公
園
施
設
と
し
て
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
る
小
真
木
原
公
園
の

屋
外
体
育
施
設
や
、
赤
川
河
川
・
櫛
引

赤
川
河
川
緑
地
内
の
一
部
施
設
は
、
団

体
・
個
人
使
用
の
い
ず
れ
で
も
、
事
前

の
申
請
と
使
用
料
納
付
が
必
要
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
団
体
専
用
使
用
の
問
合
せ

▽
都
市
公
園
内
の
公
園
施
設
…
本
所
都

市
計
画
課
☎
内
線
４
６
６

▽
小
真
木
原
公
園
、
櫛
引
赤
川
河
川
緑

地
内
の
体
育
施
設
等
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鶴

岡
市
体
育
協
会
（
小
真
木
原
総
合
体
育

館
☎
25
‐
８
１
３
１
、
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
☎
57
‐
４
３
１
１
）

▼
ペ
ッ
ト
の
散
歩
で
は
マ
ナ
ー
を
守
り

ま
し
ょ
う

    

愛
犬
等
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
を
放
置
さ
れ

る
と
、
他
の
利
用
者
の
迷
惑
に
な
り
ま

す
。
ふ
ん
を
入
れ
る
袋
を
常
に
携
行

し
、
そ
の
場
に
放
置
せ
ず
に
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
小
真
木
原
公
園
と

一
部
の
公
園
施
設
で
は
、
ペ
ッ
ト
の
散

歩
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
本
所
都
市
計
画
課
、
ス
ポ
ー
ツ
課
〉



12　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
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催
し

い
で
は
文
化
記
念
館
企
画
展
示 

羽
黒
山
中
興
の
祖 

天
宥
別
当
新
島
遺
作
展

■日
８
月
１
日
○金
〜
11
月
24
日
○月
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
（
火
曜
日
休
館
。
８
月
は
無

休
）　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高
校
生
・
大

学
生
…
３
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
０
０

円　

■問
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７　

■他
期
間
中
、

出
羽
三
山
歴
史
博
物
館
と
の
共
通
入
館
券

（
５
０
０
円
）
を
発
行

戦
争
と
平
和
の
資
料
展

■日
８
月
５
日
○火
〜
11
日
○月
午
前
９
時
〜
午
後

７
時
（
11
日
は
午
後
１
時
ま
で
）　

■場
中
央

公
民
館　

■内
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
使
用
さ

れ
た
水
筒
等
や
核
兵
器
の
悲
惨
さ
を
訴
え
る

パ
ネ
ル
等　

■問
本
所
総
務
課
☎
内
線
３
１
３

オ
ー
ル
や
ま
が
た
２
０
１
５ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
学
生
就
職
面
接
会

■日
8
月
7
日
○木
午
後
１
時
〜
４
時
30
分　

■場

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ（
山
形
市
）　

■対
来
年

3
月
卒
業
予
定
者
（
卒
業
後
3
年
以
内
の
方

を
含
む
）　

■内
就
職
希
望
者
と
企
業
採
用
担

当
者
の
個
別
面
談
（
県
内
に
本
社
ま
た
は
就

業
場
所
の
あ
る
企
業
１
０
０
社
参
加
予
定
）　

■問
山
形
県
雇
用
対
策
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０

‐
２
３
７
５
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

模
擬
店
、ス
テ
ー
ジ
発
表
、カ
ラ
オ
ケ
、抽
せ
ん
会
等 

愛
光
園
夏
祭
り

■日
8
月
7
日
○木
午
後
５
時
〜
８
時
30
分　

■費

７
０
０
円
（
チ
ケ
ッ
ト
）　

■場
・
■申
同
園
☎

35
‐
２
３
９
９　

■他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

歌
謡
シ
ョ
ー
、祥
雲
御
山
太
鼓
公
演
、ゲ
ー
ム
大
会
、抽
せ
ん
会
等 

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
夏
ま
つ
り

■日
８
月
８
日
○金
午
後
６
時
〜
８
時
30
分　

■費

前
売
り
券
２
、
０
０
０
円
（
当
日
券
あ
り
）　

■場
・
■申
同
博
物
村
☎
53
‐
３
４
１
１

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部 

納
涼
囲
碁
大
会

■日
８
月
９
日
○土
午
前
10
時　

■場
勤
労
者
会
館　

■問
同
支
部

山
形
交
響
楽
団 

庄
内
定
期
演
奏
会
鶴
岡
公
演

■日
８
月
10
日
○日
午
後
４
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費
Ａ
席
（
指
定
）
…
４
、
７
０
０
円　

Ｂ
席

…
４
、
２
０
０
円　

学
生
…
２
、
０
０
０
円　

ペ
ア
…
７
、
２
０
０
円
（
当
日
券
は
各
５
０

０
円
増
し
）　

■
出
演　

飯
森
範
親
氏
（
指

揮
）、
川
上
一
道
氏
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）　

■問

山
響
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
☎
０
２
３
‐
６
２

５
‐
２
２
０
４

ス
テ
ラ
の
会 

星
を
見
る
会

▼
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
と
月
を
見
る　

■日

８
月
12
日
○火
午
後
８
時
30
分
（
田
川
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
た
が
わ
や
す

ら
ぎ
公
園　

■内
星
座
解
説
、
工
作
、
星
の
観

望　

■費
２
０
０
円　

■持
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
、

懐
中
電
灯
、
の
り
、
は
さ
み
、
マ
ッ
ト
等

▼
中
秋
の
名
月
と
な
ご
り
の
夏
の
星
座　

■日

９
月
５
日
○金
午
後
７
時　

■場
中
央
公
民
館

■内
月
の
話
と
星
の
観
望　

■費
１
０
０
円　

■持

懐
中
電
灯

▼
共
通　

■問
同
会　

■他
中
学
生
以
下
保
護
者

同
伴
。
天
気
に
よ
っ
て
中
止
の
場
合
あ
り

湯
殿
山
本
宮
祭

■日
８
月
15
日
○金
午
前
11
時　

■場
・
■問
湯
殿
山

神
社
☎
54
‐
６
１
３
３

魚
の
つ
か
み
ど
り
、流
し
そ
ば
・
山
菜
汁
食
べ
放
題 

大
鳥
川
フ
ェ
ス
タ

■日
８
月
16
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■場

タ
キ
タ
ロ
ウ
館
及
び
赤
川
周
辺
（
市
役
所
本

所
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
運
行
〈
先
着
40
人
、

要
予
約
〉）　

■費
中
学
生
以
上
…
１
、
０
０
０

円　

小
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■申
タ
キ
タ

ロ
ウ
館
☎
55
‐
２
４
５
２

戸
沢
花
胡
蝶
歌
舞
伎

■日
８
月
16
日
○土
午
後
１
時　

■
演
目　

奥
州

安
達
ヶ
原
三
段
目
袖
萩
祭
文
の
場　

■場
・
■問

戸
沢
公
民
館
☎
45
‐
２
３
３
３

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

夏
を
染
め
よ
う
草
木
染

■日
８
月
17
日
○日
午
前
９
時　

■定
先
着
10
人　

■内
夏
の
草
木
で
ス
カ
ー
フ
を
染
め
る　

■費
大

人
…
２
、
０
０
０
円　

子
供
…
１
、
０
０
０

円　

■場
・
■申
８
月
14
日
○木
ま
で
同
セ
ン
タ
ー

☎
62
‐
４
３
２
１
へ

早
田
伝
承
の
在
来
作
物 

「
早
田
ウ
リ
」
収
穫
体
験

■日
８
月
17
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■場

道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん
隣
の
畑　

■定

先
着
30
人　

■費
２
、
０
０
０
円
（
早
田
ウ
リ

２
個
・
昼
食
含
む
）　

■申
８
月
８
日
○金
ま
で

あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ

山
の
活
動
体
験
事
業 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
林
太
郎

■日
８
月
23
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■場

温
海
町
森
林
組
合
、
温
海
地
域
内
山
林　

■定

20
人　

■内
間
伐
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
搬
出
、
丸

太
組
み
ベ
ン
チ
作
り　

■師
栗
田
広
行
氏
（
チ

ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）　

■費
１
、
５
０

０
円　

■申
８
月
12
日
○火
ま
で
温
海
町
森
林
組

合
☎
43
‐
２
３
１
３
へ

創
造
の
森
交
流
館 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会「
木
陰
の
涼
風
」

■日
８
月
23
日
○土
午
前
10
時
（
同
館
集
合
）
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■場
松
ケ
岡
周
辺
（
３
〜
５
㎞
）　

■師
阿
部
安

夫
氏
（
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導

員
）　

■申
８
月
18
日
○月
ま
で
同
館
☎
62
‐
２

６
５
５
へ　

■他
飛
び
入
り
も
可

慶
大
・
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
超
成

熟
社
会
発
展
の
サ
イ
エ
ン
ス
を
語
る
」
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

■日
8
月
23
日
○土
午
後
2
時　

■場
先
端
研
究
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■内「
超
成
熟
社
会
発
展

の
サ
イ
エ
ン
ス
」
神
成
文
彦
氏
（
慶
應
義
塾

大
学
理
工
学
部
教
授
）、「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大

学
院
教
育
が
目
指
す
人
材
像
‐
正
課
教
育
と

課
外
教
育
」
長
谷
山
彰
氏
（
慶
應
義
塾
常
任

理
事
）、「
超
成
熟
社
会
を
発
展
さ
せ
る
新
し

い
ス
マ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
未
来
」
山
中

直
明
氏
（
同
大
学
理
工
学
部
教
授
）、「
や
わ

ら
か
い
ロ
ボ
ッ
ト
の
時
代
‐
超
成
熟
社
会
を

発
展
さ
せ
る
新
技
術
」
大
西
公
平
氏
（
同
大

学
理
工
学
部
教
授
）　

■申
同
大
学
理
工
学
部

☎
０
４
５
‐
５
６
６
‐
１
４
９
７　

夕
陽
能

■日
８
月
24
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
（
夕

陽
能
は
午
後
５
時
30
分
）　

■内
抽
せ
ん
会
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
山
戸
能
の
上
演　

■場

・
■問
道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐

３
２
１
１

鶴
岡
市
認
知
症
予
防
講
演
会

■日
８
月
28
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■内「
認
知
症
の
予
防
〜
脳
を
守

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
秘
訣
〜
」
山
口
晴
保

氏
（
群
馬
大
学
大
学
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
講
座
教
授
）　

■申
８
月
21
日
○木
ま
で
健

康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
５
へ

庄
内
医
療
生
活
協
同
組
合 

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■日
８
月
30
日
○土
午
前
８
時　

■場
大
山
下
池
周

辺　

■申
同
組
合
組
織
部
☎
22
‐
５
７
６
９

せ
か
い
の
台
所 

ラ
オ
ス
料
理

マ
リ
サ
ー
さ
ん
の
台
所

■日
８
月
30
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
ピ
ラ
ワ
ン
・
マ
リ
サ
ー
氏
（
ラ
オ

ス
人
民
民
主
共
和
国
出
身
）　

■費
２
、
０
０

０
円　

■場
・
■申
８
月
５
日
○火
か
ら
出
羽
庄
内

国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

鶴
岡
市
芸
術
祭 

〈
９
月
の
予
定
〉

▼
白

社
美
術
展　

■日
８
月
30
日
○土
〜
９
月

10
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

（
入
館
は
午
後
６
時
ま
で
。
30
日
は
午
後
１

時
か
ら
。
10
日
は
午
後
４
時
ま
で
。
月
曜
日

休
館
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費

大
人
…
４
０
０
円　

学
生
…
２
０
０
円
（
中

学
生
以
下
無
料
）

▼
櫛
引
地
域
合
同
芸
術
鑑
賞
会　

■日
９
月
６

日
○土
・
７
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■場

櫛
引
公
民
館

▼
裏
千
家
秋
の
茶
会　

■日
９
月
７
日
○日
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分　

■場
出
羽
庄
内

国
際
村　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
書
法
研
究
山
紫
会
展　

■日
９
月
12
日
○金
〜

15
日
○月
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
15
日

は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム

▼
錦
心
流
琵
琶
演
奏
会　

■日
９
月
14
日
○日
午

後
１
時　

■場
中
央
公
民
館

▼
あ
つ
み
作
品
展　

■日
９
月
20
日
○土
〜
23
日

○火
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
23
日
は
午
後
４

時
ま
で
）　

■場
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
さ
ゞ
波
会
民
謡
と
舞
踊
の
つ
ど
い　

■日
９

月
21
日
○日
午
後
０
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館　

■費
５
０
０
円

▼
佳
陽
会
日
本
画
展　

■日
９
月
23
日
○火
〜
28

日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
（
23

日
は
午
後
２
時
か
ら
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム

▼
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
写
楽
写
真
展
覧
会　

■日
９

月
24
日
○水
〜
28
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

６
時
30
分
（
28
日
は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
遠
州
流
茶
会　

■日
９
月
28
日
○日
午
前
10
時

〜
午
後
３
時　

■場
山
王
町
江
鶴
亭　

■費
８
０

０
円

▼
共
通　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
内

「
同
運
営
委
員
会
」事
務
局
☎
57
‐
４
８
６
７

ふ
じ
し
ま
の
食
材
で
い
た
だ
く 

夏
の
エ
ジ
プ
ト
料
理
教
室

■日
８
月
31
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分　

■場
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー　

■対
市
内

在
住
の
方
先
着
20
人　

■内
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
ス
ー

プ
、
マ
ル
ク
ル
ー
バ
（
ナ
ス
料
理
）、
デ
ザ

ー
ト
等
４
品
を
調
理
し
て
試
食　

■費
８
０
０
円（
小
学
生
は
５
０

０
円
）　

■申
８
月
６
日
○水
〜
20

日
○水
に
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課

内「
鶴
岡
ま
ち
づ
く
り
塾
藤
島

グ
ル
ー
プ
」☎
内
線
２
１
５
へ

鶴
岡
高
等
養
護
学
校 

ほ
の
ぼ
の

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
＆
学
校
公
開

■日
９
月
３
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
50
分　

■内
施
設
見
学
、
授
業
参
観
、
ほ
の
ぼ
の
ふ
れ

あ
い
バ
ザ
ー
（
午
前
10
時
〜
正
午
）、
作
品

作
り
（
午
前
11
時
ま
で
要
受
付
）　

■問
同
校

☎
22
‐
０
５
８
１　

■他
詳
細
は
同
校
HP

恋
の
旋
律
♪　

出
会
い
を 

奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
婚
活

■日
９
月
６
日
○土
午
後
１
時（
羽
黒
庁
舎
集
合
）　

■場
月
山
高
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
パ
ー
ク　

■対
25
歳

〜
40
歳
の
独
身
男
女
各
10
人
（
男
性
は
市
内
、

三
川
町
ま
た
は
庄
内
町
在
住
の
方
優
先
。
申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
）　

■内
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
交
流
会
、
月
山
高
原
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

1
対
１
ト
ー
ク
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
等　

■費
男

性
…
３
、
０
０
０
円　

女
性
…
２
、
５
０
０

円　

■申
８
月
22
日
○金
ま
で
羽
黒
庁
舎
総
務
企

画
課
☎
内
線
２
２
６
へ　

■他
つ
る
お
か
婚
活

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
HP

出
羽
の
古
道
六
十
里
越
街
道
フ
ル
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

江
戸
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ「
ゆ
ど
の
詣
で
」

■日
９
月
13
日
○土
〜
15
日
○月
午
前
８
時
〜
午

後
５
時
（
各
日
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
・
■費
13
日
…
松
根
↓
注
連
寺
↓
大
日
坊
↓

田
麦
俣
（
３
、
０
０
０
円
）　

14
日
…
田
麦

俣
↓
蟻
腰
坂
↓
湯
殿
山
本
宮
（
３
、
８
０
０

円
）　

15
日
…
湯
殿
山
↓
大
岫
峠
↓
志
津
温

泉
（
２
、
７
０
０
円
）　

■定
各
日
先
着
25
人　

■持
昼
食
、
入
浴
後
の
着
替
え
（
15
日
の
み
）　

■申
９
月
３
日
○水
ま
で
、
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協

会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

「
癒
し
」〜
お
も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
〜 

荘
内
看
護
専
門
学
校「
看
学
祭
」

■日
９
月
14
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■内
ロ
ン
グ
の
り
巻
き
作
り
、
学
校
紹
介
、
血
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圧
等
測
定
・
ユ
ニ
ホ
ー
ム
試
着
＆
撮
影
・

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等　

■場
・
■問
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９

月
山
ワ
イ
ン
ま
つ
り

■日
９
月
14
日
○日
午
前
11
時
〜
午
後
２
時　

■場

赤
川
河
川
緑
地　

■内
月
山
ワ
イ
ン
・
山
ぶ
ど

う
ジ
ュ
ー
ス
飲
み
放
題
、
特
産
品
直
売
、
抽

せ
ん
会
、
特
製
ワ
イ
ン
の
グ
ラ
ス
販
売
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等　

■
前
売
り
券　

大
人
券

…
３
、
０
０
０
円　

子
供
券
…
１
、
５
０
０

円
（
８
月
29
日
○金
ま
で
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
本

所
・
各
支
所
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡
本
所
・
各
支
所
、

Ｊ
Ａ
鶴
岡
産
直
館
各
店
、
月
山
あ
さ
ひ
博
物

村
、
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
、
出
羽
商
工
会
東

部
セ
ン
タ
ー
、
朝
日
庁
舎
産
業
課
で
販
売
。

当
日
券
は
な
し
）　

■問
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
朝

日
支
所
内
「
同
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
53

‐
２
５
１
３

鶴
岡
市
敬
老
の
つ
ど
い

■日
９
月
17
日
○水
午
前
10
時　

■場
中
央
公
民
館　

■対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方　

■内
田
川
保

育
園
児
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
式
典
、
各

団
体
に
よ
る
発
表　

■
入
場
整
理
券　

老
人

ク
ラ
ブ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
本
所
福
祉
課
及
び
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
で
配
布　

■問
本
所
福
祉
課

☎
内
線
１
３
８

ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス 

生
物
の
多
様
性
を
考
え
る

■日
９
月
20
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■対

高
校
生
先
着
20
人　

■場
・
■申
９
月
５
日
○金
ま

で
山
大
農
学
部
企
画
広
報
室
☎
28
‐
２
９
１

１
へ　

■他
昼
食
付
き

越
沢
そ
ば
の
郷
・
郷
清
水
の

棚
田
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
９
月
21
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
（
越

沢
ま
や
の
や
か
た
集
合
）　

■場
越
沢
ま
や
の

や
か
た
↓
棚
田
↓
郷
清
水
（
約
７
㎞
）　

■定

先
着
50
人　

■費
３
、
０
０
０
円
（
越
沢
そ
ば

代
等
）　

■申
９
月
10
日
○水
ま
で
温
海
庁
舎
産

業
課
☎
43
‐
４
６
１
６
へ　

■他
小
雨
決
行

藤
沢
周
平
記
念
館
企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト 

朗
読
会
『
風
の
果
て
』を
読
む

■日
10
月
12
日
○日
午

後
１
時
30
分　

■場

荘
内
神
社
参
集
殿　

■定
３
０
０
人
（
申

込
み
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
）　

■
朗
読　

篠
田
三
郎
氏
（
俳

優
）　

■申
ハ
ガ
キ
に
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
（
最
大
２
人
ま
で
）
を
記
入
の
上
、
８
月

31
日
○日
ま
で
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▼
く
し
ス
ポ
健
康
ク
ラ
ブ　

■日
８
月
5
日

○火
・
19
日
○火
・
26
日
○火
午
前
10
時
〜
11
時　

■場
高
齢
者
活
動
セ
ン
タ
ー　

■内
ス
ト
レ
ッ
チ
、

健
康
維
持
教
室　

■費
２
０
０
円

▼
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
教
室　

■日
8
月
6
日
○水
・

20
日
○水
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

■場
櫛
引
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

■費
３
０
０
円

▼
バ
ン
ポ
ン
・
レ
ク
の
会　

■日
8
月
7
日

○木
・
21
日
○木
・
28
日
○木
午
前
9
時
30
分
〜
11

時
30
分　

■場
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

■費

３
０
０
円

▼
共
通　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
８
月
11
日
○月
午
後
６
時
30
分

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

８
月
５
日
○火
午
後
２
時
、
８
日
○金
午
後
７
時
、

20
日
○水
・
29
日
○金
午
後
２
時
・
７
時
、
９
月

２
日
○火
午
後
２
時
（
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

講
習
会　

■日
８
月
６
日
○水
・
22
日
○金
、
９
月

３
日
○水
午
後
７
時
）

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

８
月
７
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４

３
１
１
）　

■日
毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
30
分
、

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円　

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
８
月
21
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方
先
着

30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受

講
免
除
で
す
が
別
途
手
続
き
が
必
要

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
黒
川
能
の
里
を
巡
る　

■日
８
月
23
日
○土
午

前
８
時
30
分（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発〈
要

予
約
〉）　

■場
赤
川
東
部
段
丘
の
棚
田
や
柿
畑

周
辺
（
約
８
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円
（
現

地
集
合
〈
午
前
９
時
・
王
祇
会
館
〉
の
場

合
は
９
０
０
円
）　

■持
軽
食
、
お
わ
ん
、
箸
、

コ
ッ
プ　

■申
８
月
５
日
○火
〜
13
日
○水

▼
獅
子
郷
の
里
を
巡
る　

■日
８
月
31
日
○日
午

前
８
時
30
分（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発〈
要

予
約
〉）　

■場
藤
島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

↓
地
蔵
の
湯
↓
四
阿
展
望
台
↓
両
所
神
社
↓

起
点
（
約
８
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円
（
藤

島
地
域
特
産
メ
ニ
ュ
ー
の
昼
食
代
。
現
地
集

合
〈
午
前
９
時
・
藤
島
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
〉
の
場
合
は
９
０
０
円
）　

■持
コ
ッ
プ　

■申
8
月
19
日
○火
〜
25
日
○月

▼
羽
州
浜
街
道
波
渡
岬
と
笠
取
峠
を
行
く

■日
９
月
7
日
○日
午
前
10
時
（
送
迎
バ
ス
市
役

所
本
所
発
〈
要
予
約
〉）　

■場
五
十
川
駅
↓
波

渡
岬
↓
小
波
渡
↓
笠
取
峠
↓
気
比
神
社
↓
三

瀬
海
岸
（
約
９
㎞
）　

■費
１
、０
０
０
円
（
軽

食
代
等
。
現
地
集
合
〈
午
前
10
時
40
分
・
五

十
川
駅
〉
の
場
合
は
９
０
０
円
）　

■持
お
わ

ん
、
箸
、
コ
ッ
プ　

■申
８
月
22
日
○金
〜
９
月

１
日
○月

▼
共
通　

■定
先
着
１
０
０
人　

■申
ス
ポ
ー
ツ

課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ

ン
ゴ
対
象
事
業
。
中
学
生
以
下
は
５
０
０
円
。

小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア 

ド
リ
ー
ム
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル 

ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
が
や
っ
て
来
る
！

■日
８
月
24
日
○日
午
前
９
時
（
ド
リ
ー
ム
抽
せ

ん
会
は
正
午
。
ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は
午
後
１

時
30
分
）　

■場
小
真
木
原
野
球
場
（
荒
天
時

は
小
真
木
原
総
合
体
育
館
）　

■
入
場
整
理

券　

小
真
木
原
総
合
体
育
館
、
藤
島
体
育
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館
、
羽
黒
体
育
館
、
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
、
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
本

所
総
合
案
内
、
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課
、
羽

黒
庁
舎
総
務
企
画
課
、
教
育
委
員
会
管
理
課

（
櫛
引
庁
舎
）、
朝
日
庁
舎
市
民
福
祉
課
、
温

海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
山
形
県
市
町
村
課

で
配
布　

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
詳
細
は
市
HP
「
ス
ポ
ー
ツ
課
」

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 
親
子
ス
ポ
ー
ツ
元
気
塾 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

■日
9
月
・
10
月
の
木
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時

45
分
（
全
6
回
）　

■場
藤
島
体
育
館　

■対
小

学
３
年
生
以
上　

■費
子
供
…
１
、
０
０
０
円　

親
子
…
２
、
０
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
64

‐
２
１
４
３

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

午
前
コ
ー
ス

■日
９
月
12
日
○金
・
18
日
○木
、
10
月
1
日
○水
〜

３
日
○金
の
い
ず
れ
か
１
日
・
16
日
○木
・
30
日

○木
、
11
月
13
日
○木
・
27
日
○木
、
12
月
11
日
○木

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
（
初
回
の
み
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
。
全
８
回
）　

■場

に
こ
♥

ふ
る　

■対
昭
和
20
年
４
月
２
日
〜
50

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
鶴
岡
市
民
で
、
減
量

を
希
望
し
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
50

人
（
医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方

は
除
く
。
服
薬
中
の
方
は
医
師
に
要
相
談
）　

▽
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
指
数
）
が
23
〜
30
の
方
、

ま
た
は
腹
囲
が
85
㎝
以
上
の
男
性
、
90
㎝
以

上
の
女
性　

▽
全
日
程
参
加
可
能　

▽
こ
れ

ま
で
同
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
な
い　

■内

健
康
度
・
形
態
測
定
、
運
動
実
技
（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
等
）、
健

康
学
習
（
体
の
仕
組
み
、食
生
活
や
運
動
等
）、

生
活
習
慣
に
関
す
る
個
別
相
談　

■費
１
、
２

０
０
円　

■申
８
月
18
日
○月
ま
で
健
康
課
☎
内

線
３
７
０
へ　

■他
詳
細
は
市
HP
「
健
康
課
」

鶴
岡
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会 

ス
ペ
シ
ャ
ル
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学
苑

■日
９
月
13
日
○土
午
後
１
時
〜
14
日
○日
正
午

（
１
泊
２
日
）　

■場
金
峰
少
年
自
然
の
家　

■定

先
着
20
人　

■師
佐
藤
淳
子
氏
（
岩
手
県
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）　

■費
３
、
５
０
０
円　

■申
８
月
15
日
○金
ま
で
小
真
木
原
総
合
体
育
館

内
「
同
協
会
」
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

み
ん
な
で
歩
こ
う
！ 

「
里
山
あ
る
き
２
０
１
４
」

▼
高
館
山
・
上
池
・
下
池
（
20
㎞
・
８
㎞
）　

■日
９
月
20
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
大
山
地
区
イ
ベ
ン
ト
広
場
集
合
。
８
㎞
コ

ー
ス
は
昼
食
後
解
散
）　

▼
羽
黒
山
・
修
験
の
み
ち
（
20
㎞
・
７
㎞
）　

■日
９
月
21
日
○日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分
（
羽
黒
山
随
神
門
集
合
。
７
㎞
コ
ー
ス

は
昼
食
後
解
散
）

▼
共
通　

■
送
迎
バ
ス（
市
役
所
本
所
発〈
要

予
約
〉）　

20
日
…
午
前
８
時
30
分　

21
日
…

午
前
８
時　

■費
高
校
生
以
上
…
５
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
３
０
０
円　

■持
昼
食
、
お
わ

ん
、
箸
、
コ
ッ
プ　

■申
９
月
５
日
○金
ま
で
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
ま
た
は
羽
黒
体

育
館
☎
62
‐
４
７
８
９
へ　

■他
記
念
Ｔ
シ
ャ

ツ
販
売
（
予
約
可
）。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ
ン

ゴ
対
象
事
業
。
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
大
会 

参
加
チ
ー
ム
・
個
人
募
集

■日
10
月
６
日
○月
〜
12
月
12
日
○金　

■対
ク
ラ
ブ

男
子
・
女
子
、
実
業
団
、
シ
ニ
ア
（
35
歳
以

上
）、
ミ
ド
ル
（
男
女
混
合
）、
個
人
は
鶴
岡

地
区
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
登
録
チ
ー

ム
で
の
参
加　

■費
１
チ
ー
ム
８
、
０
０
０
円

（
同
連
盟
未
登
録
チ
ー
ム
は
別
途
登
録
料
７
、

０
０
０
円
。
個
人
は
参
加
チ
ー
ム
に
よ
る
）　

■申
９
月
５
日
○金
ま
で
同
連
盟
事
務
局
へ

子
育
て
・
子
供
向
け

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
公
開
工
作
教
室 

夏
休
み
ア
イ
デ
ア
工
作
相
談
会

■日
８
月
９
日
○土
午
前
９
時　

■場
中
央
公
民
館　

■対
小
・
中
学
生　

■問
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁

舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５

ス
マ
ー
ト
ラ
ン
チ
作
戦 

父
と
子
の
夏
休
み
自
由
研
究 

食
べ
物
の
ふ
し
ぎ
〜
作
っ
て
わ
か
る
！
食
べ
て
わ
か
る
！

■日
８
月
９
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
小
学
3
年

〜
6
年
生
（
そ
の
兄
弟
も
可
）
と
そ
の
父
親

先
着
12
組　

■費
１
組
５
０
０
円　

■持
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具　

■申
８

月
６
日
○水
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
７
５
へ

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
８
月
19
日
○火

午
前
10
時　

■対
市
内
在
住
で
平
成
26
年
3

月
・
４
月
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦　

■内
赤
ち

ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
遊
び
、
お
茶
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
８
月
15
日
○金
ま
で

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
８
月
21
日
○木
午
前

10
時　

■対
市
内
在
住
で
平

成
25
年
8
月
〜
26
年
２
月

生
ま
れ
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
、
初
め
て
出
産

を
迎
え
る
妊
婦　

■内
離
乳

食
の
話
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
遊
び

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
８
月
18
日
○月
ま
で

▼
ベ
ビ
ー
を
迎
え
よ
う
講
座　

■日
８
月
29
日

○金
午
後
２
時　

■対
新
婚
・
妊
娠
中
・
出
産
後

の
方
先
着
15
人　

■内
講
話
「
出
産
・
赤
ち
ゃ

ん
・
子
育
て
を
知
ろ
う
（
小
児
科
医
師
、
荘

内
病
院
助
産
師
）」、
親
子
が
遊
ぶ
様
子
を
見

よ
う（
な
か
よ
し
広
場
見
学
）　

■他
託
児
あ
り

▼
パ
パ
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
〜
マ
マ
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
〜　

■日
９
月
７
日
○日
午
前
10
時　

■対
１
歳
６
か
月
〜
３
歳
く
ら
い
の
子
供
と
そ

の
両
親
25
組　

■内
パ
パ
と
子
供
の
触
れ
合
い

遊
び
と
体
操
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
マ
マ

は
別
室
で
メ
イ
ク
講
座　

■師
三
浦
利
由
喜
氏

（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
ト
ラ
イ
代
表
）

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

保
育
園
体
験
「
プ
ー
ル
で
思

い
っ
き
り
水
遊
び
し
よ
う
♪
」

■日
８
月
25
日
○月
午
前
９
時
30
分　

■対
離
乳
食

を
完
了
し
た
満
１
歳
以
上
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
先
着
８
組　

■内
プ
ー
ル
遊
び
、
か

き
氷
パ
ー
テ
ィ
ー
、
園
の
紹
介
、
保
健
・
育

児
相
談
、
給
食
体
験　

■場
・
■申
８
月
19
日
○火

ま
で
松
原
保
育
園
☎
29
‐
１
５
０
１
へ

離
乳
食
教
室 

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
８
月
28
日
○木
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
平
成
25
年
９
月
〜
11
月
生
ま
れ
の
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子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■内
離
乳
食

の
進
め
方
・
調
理
実
習
・
試
食
、
栄
養
士
に

よ
る
個
別
相
談　

■費
１
組
５
０
０
円　

■持
大

人
…
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

子
供
…
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
、
甘
く

な
い
飲
み
物
、
ス
プ
ー
ン
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

お
出
掛
け
に
必
要
な
物　

■申
８
月
21
日
○木
ま

で
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
５
へ

ま
ん
ま
ル
ー
ム 
８
月
の
講
座 

ジ
ブ
ン
デ
ジ
ブ
ン
デ
‐
自
己
主
張
を
大
切
に

■日
８
月
29
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
公
立
保

育
園
長　

■場
・
■問
ま
ん
ま
ル
ー
ム
☎
24
‐
５

６
３
５幼

稚
園
・
保
育
園
説
明
会

■日
保
育
園
…
９
月
２
日
○火
午
前
10
時　

幼
稚

園
…
４
日
○木
午
前
10
時　

■対
来
春
、幼
稚
園
・

保
育
園
に
入
園
を
予
定
し
て
い
る
子
供
の
保

護
者　

■場
・
■申
８
月
25
日
○月
ま
で
中
央
児
童

館
☎
24
‐
４
６
０
８
へ

妊
娠
し
た
ら
…
パ
パ
マ
マ
教
室

■日
９
月
７
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■定
先
着

25
組　

■内
夫
婦
で
体
験
（
赤
ち
ゃ
ん
の
心
音

を
聞
い
て
み
よ
う
、
妊
婦
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
お
風
呂
入
れ
）、
講
話
「
妊
娠
中
か
ら

の
心
掛
け
」
産
婦
人
科
医
師　

■持
母
子
健
康

手
帳　

■申
健
康
課
☎
内
線
３
７
３

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に 

挑
戦
し
よ
う
!!

■日
９
月
20
日
○土
午
前
10
時　

■対
小
学
生
先
着

18
人　

■内
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
木
登
り　

■費
５

０
０
円　

■場
・
■申
８
月
25
日
○月
〜
９
月
12
日

○金
に
中
央
児
童
館
☎
24
‐
４
６
０
８
へ

平
成
27
年
度 

鶴
岡
市
私
立

幼
稚
園
園
児
募
集

　

９
月
１
日
○月
か
ら
各
園
で
入
園
願
書
を
配

布
し
、
10
月
１
日
○水
か
ら
願
書
を
受
け
付
け

ま
す
。
入
園
料
・
保
育
料
・
諸
費
等
は
各
園

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
園
へ
。

■
募
集
人
数
（
①
満
３
歳
児　

②
３
歳
児　

③
４
歳
児　

④
５
歳
児
）

▽
鶴
岡
幼
稚
園
☎
22
‐
０
６
５
８　

①
24
人　

②
30
人　

③
８
人　

④
若
干
名

▽
マ
リ
ア
幼
稚
園
☎
22
‐
５
８
３
１　

①
18

人　

②
40
人　

③
12
人　

④
若
干
名

▽
城
南
幼
稚
園
☎
24
‐
７
１
６
４　

①
と
②

で
30
人　

③
30
人　

④
若
干
名

▽
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

①
18

人　

②
80
人　

③
10
人　

④
若
干
名

▽
和
光
幼
稚
園
☎
22
‐
８
８
３
５　

①
10
人　

②
15
人　

③
15
人　

④
若
干
名

▽
い
な
ば
幼
稚
園
☎
64
‐
２
３
１
０　

①
若

干
名　

②
10
人　

③
15
人　

④
若
干
名

▽
若
葉
幼
稚
園
☎
22
‐
２
２
３
７　

①
7
人　

②
20
人　

③
15
人　

④
若
干
名

▽
大
宝
幼
稚
園
☎
22
‐
１
８
８
３　

①
12
人

②
30
人　

③
10
人　

④
若
干
名

施
設
の
催
し

致
道
博
物
館

▼
日
本
名
刀
展
シ
リ
ー
ズ
新
作
名
刀
展
‐
現

代
の
刀
工
と
刀
職　

■日
８
月
１
日
○金
〜
20
日

○水
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
土
曜
講
座
第
１
講「
土
偶
〜
縄
文
時
代
の

土
人
形
」　

■日
８
月
９
日
○土
午
後
２
時　

■師

阿
部
明
彦
氏（
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

▼
現
代
日
本
画
家
佐
々
木
曜
展　

■日
８
月
22

日
○金
〜
９
月
24
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
共
通　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

学
生
…
３

８
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円
（
常
設

展
示
・
庭
園
観
覧
料
含
む
）　

■場
・
■問
同
館

☎
22
‐
１
１
９
９

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
冬
虫
夏
草
展
「
見
て
！
セ
ミ
か
ら
キ
ノ

コ
！
」　

■日
８
月
２
日
○土
〜
９
月
１
日
○月

▼
都
沢
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
外
来
植

物
駆
除
」　

■日
９
月
６
日
○土
午
前
９
時　

■申

９
月
４
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

■日
水
曜
日
…
８
月
６

日
・
20
日
・
27
日
午
前
９
時
10
分
、
10
時
50

分　

木
曜
日
…
８
月
７
日
・
21
日
・
28
日
午

前
10
時

▼
健
康
相
談　

■日
８
月
の
毎
週
木
曜
日
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

■師
舩
見
敬
造
氏

▼
四
季
の
会
（
園
芸
）　

■日
８
月
27
日
○水
午

後
１
時
30
分

▼
将
棋
大
会　

■日
９
月
３
日
○水
午
前
９
時　

■費
５
０
０
円　

■申
８
月
27
日
○水
ま
で

▼
囲
碁
大
会　

■日
９
月
10
日
○水
午
前
９
時　

■費
７
０
０
円
（
別
途
懇
親
会
費
２
、
０
０
０

円
）　

■申
９
月
３
日
○水
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０
６
６

講
座
・
講
習
会

鶴
岡
致
道
大
学
第
３
講
「
農
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
な
く
し
て
明
る
い
未
来
は
な
い
」

■日
８
月
７
日
○木
午
後
６
時
45
分　

■場
公
益
大

大
学
院　

■師
加
藤
百
合
子
氏
（
㈱
エ
ム
ス
ク

エ
ア
・
ラ
ボ
代
表
取
締
役
）　

■費
１
、
０
０

０
円　

■申
本
所
地
域
振
興
課
内
「
鶴
岡
総
合

研
究
所
」
事
務
局
☎
内
線
５
８
６　

■他
致
道

大
学
受
講
生
は
入
場
料
・
申
込
み
不
要

女
性
の
た
め
の 

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
講
座

▼「
世
間
の
枠
」
と
わ
た
し
ら
し
さ　

■日
８

月
22
日
○金
午
後
６
時
30
分

▼
身
体
的
暴
力
・
性
的
暴
力
を
知
る　

■日
９

月
26
日
○金
午
後
６
時
30
分

▼
※
公
開
講
演
「
身
近
な
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
家
族
・
職
場
・
地
域
」　

■日

10
月
13
日
○月
午
前
10
時　

■申
10
月
３
日
○金
ま

で　

■他
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
）

▼
精
神
的
暴
力
・
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

知
る　

■日
10
月
25
日
○土
午
後
１
時
30
分

▼
境
界
線　

■日
11
月
21
日
○金
午
後
６
時
30
分

▼
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ　

■日
12
月
13
日
○土
午

後
１
時
30
分

▼
Ｂ
さ
ん
（
加
害
者
）
と
は　

■日
来
年
２
月

21
日
○土
午
後
１
時
30
分

▼
自
尊
心　

■日
３
月
７
日
○土
午
後
１
時
30
分

▼
共
通　

■場
公
益
大
（
酒
田
市
）　

■対
高
校

生
以
上
の
女
性
20
人
（
※
は
ど
な
た
で
も
50

人
）　

■費
５
０
０
円
（
※
は
無
料
）　

■申
庄
内

ち
ぇ
り
あ
（
※
以
外
は
申
込
み
不
要
）
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鶴
岡
食
文
化
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー 

ビ
ジ
ネ
ス
IT
活
用
講
座

▼
求
職
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
実
務
セ
ミ
ナ

ー　

■日
８
月
26
日
○火
〜
28
日
○木
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分
（
全
３
回
）　

■場
ア
ス

プ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ス
ク
ー
ル
鶴
岡
校
（
エ
ス

モ
ー
ル
）　

■対
求
職
者
で
キ
ー
ボ
ー
ド
で
の

文
字
入
力
が
で
き
る
方
20
人
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
せ
ん
）　

■申
８
月
15
日
○金
ま
で

▼「
IT
を
活
用
し
た
販
売
戦
略
」
を
学
ぶ　

■日
９
月
３
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■場
公
益
大

大
学
院　

■対
求
職
者
先
着
30
人　

■師
阿
蘓
淳

一
氏
（
７
‐Colors

鶴
岡
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

工
房
代
表
）

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
29
‐
１
２
８
７　

■他
雇
用
保
険
受
給
中
の
求
職
活
動
実
績
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

産
業
人
材
育
成
事
業 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
中
堅
社
員
研
修　

■日
９
月
２
日
○火
・
３
日

○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
（
全
２

回
）　

■費
１
万
円

▼
教
育
訓
練
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト　

■日
９
月
10

日
○水
・
11
日
○木
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
全
２
回
）　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
ロ
ジ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

■日
９

月
16
日
○火
・
17
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
全
２
回
）　

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■定
20
人　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎

23
‐
２
２
０
０　

■他
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
HP

出
羽
庄
内
国
際
村 

外
国
語
講
座

▼
英
語　

■日
・
■費
初
心
者
英
会
話
…
９
月
４

日
〜
12
月
18
日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時

（
全
16
回
）・
２
万
８
０
０
円　

レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
中
級
英
語
…
９
月
３
日
〜
12
月
17
日
の
毎

週
水
曜
日
午
後
７
時
（
全
16
回
）・
２
万
８

０
０
円　

か
ん
ば
せ
ー
し
ょ
ん
喫
茶
店（
☆
）

…
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
、
隔
週
土
曜
日
午

前
11
時

▼
中
国
語　

■日
・
■費
入
門
…
９
月
５
日
〜
12

月
19
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
（
全
16

回
）・
２
万
８
０
０
円　

初
級
…
９
月
２
日

〜
12
月
16
日
の
火
曜
日
午
後
７
時
（
全
12

回
）・
１
万
５
、
６
０
０
円　

中
級
…
９
月

６
日
〜
12
月
20
日
の
毎
週
土
曜
日
午
後
１

時
30
分
（
全
16
回
）・
２
万
８
０
０
円　

朋

友

好
！
（
☆
）
…
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
、

毎
週
土
曜
日
午
後
３
時
30
分

▼
韓
国
語　

■日
・
■費
入
門
…
９
月
５
日
〜
12

月
19
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
（
全
16

回
）・
２
万
８
０
０
円　

初
級
…
９
月
５
日

〜
12
月
19
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
（
全

16
回
）・
２
万
８
０
０
円　

中
級
…
９
月
３

日
〜
12
月
17
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時

（
全
16
回
）・
２
万
８
０
０
円　

韓
国
と
の
出

会
い
（
☆
）
…
毎
週
日
曜
日
午
後
３
時

▼
共
通　

■場
・
■申
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐

３
６
０
０　

■他
各
講
座
受
講
者
３
人
以
上
で

開
講
。（
☆
）
印
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
型
講
座
・

チ
ケ
ッ
ト
制

「
救
急
の
日
」 

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
９
月
７
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■定
50
人　

■内
心
肺
蘇そ

生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含

む
）　

■費
１
５
０
円　

■申
８
月
４
日
○月
〜
31

日
○日
に
消
防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
ま

た
は
消
防
各
分
署
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験 

準
備
講
習
会

■日
丙
種
…
９
月
24
日
○水　

乙
種
第
４
類
…
９

月
25
日
○木
・
26
日
○金
（
全
２
回
）　

■場
消
防

本
部　

■定
１
０
０
人　

■申
８
月
29
日
○金
〜
９

月
17
日
○水
に
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３

３
２
、
消
防
署
ま
た
は
消
防
各
分
署
へ

消
防
設
備
士
講
習

■内
・
■日
警
報
設
備
…
９
月
30
日
○火
、
10
月
15

日
○水　

消
火
設
備
…
10
月
16
日
○木　

避
難
設

備
・
消
火
器
…
10
月
17
日
○金　

■場
山
形
ビ
ッ

グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
。
９
月
30
日
の
み
山

形
県
消
防
学
校
〈
三
川
町
〉）　

■申
８
月
25
日

○月
〜
９
月
５
日
○金
に
山
形
県
消
防
設
備
協
会

☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐
８
４
７
７
へ　

■他
申

請
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
・
消
防
各
分
署

に
設
置

中
小
企
業
庁
・
も
の
づ
く
り
小
規
模
事
業
者
等
人
材
育
成
事
業 

も
の
づ
く
り
中
核
人
材
育
成
講
座

▼
３
Ｄ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
実
践
モ
デ
リ
ン
グ
講
座

■日
10
月
８
日
○水
・
９
日
○木
・
15
日
○水
・
16
日

○木
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
（
全
４
回
）　

■定
５
人　

■費
３
万
２
、
０
０
０
円

▼
３
Ｄ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
活
用
し
た
高
度
設
計
手

法
実
践
講
座　

■日
10
月
28
日
○火
・
29
日
○水
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
全
２
回
）　

■定

５
人　

■費
２
万
４
、
０
０
０
円

▼
生
産
改
善
管
理
者
育
成
講
座　

■日
10
月
28

日
○火
、
11
月
11
日
○火
・
26
日
○水
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分
（
全
３
回
）　

■定
20
人　

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
設
計
者
の
た
め
の
Ｃ
Ａ
Ｅ
活
用
実
践
講
座

■日
11
月
７
日
○金
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分　

■定
５
人　

■費
１
万
５
、
０
０
０
円

▼
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
対
策
セ
ミ
ナ
ー　

■日

11
月
12
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
８
月
29
日
○金
ま
で
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０
へ　

■他

詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
HP

募
集

赤
川
に
つ
い
て
川
の
親
し
み
や
す
さ
を

評
価
す
る
方
を
募
集
「
川
の
通
信
簿
」

■日
８
月
31
日
○日　

■場
三
川
町
緑
地
公
園
、
赤

川
河
川
公
園
、
櫛
引
総
合
運
動
公
園
（
各
会

場
１
時
間
程
度
）　

■対
小
学
生
以
上
各
会
場

20
人　

■申
８
月
18
日
○月
ま
で
酒
田
河
川
国
道

事
務
所
☎
０
２
３
４
‐
27
‐
３
４
７
１
へ 

手
づ
く
り
絵
本
・
紙
芝
居 

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■
規
格　

▽
絵
本
…
８
ペ
ー
ジ
以
上
で
本
の

形
に
な
っ
た
も
の
（
形
式
・
材
料
は
自
由
）　

▽
紙
芝
居
…
用
紙
は
縦
26
・
５
㎝
×
横
38
・

２
㎝
（
市
販
紙
芝
居
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
判
）

ま
た
は
縦
29
・
７
㎝
×
横
42
㎝
（
Ａ
３
判
）。

紙
質
は
白
ボ
ー
ル
紙
等
の
板
紙
。
８
場
面
以

上
18
場
面
以
内　

■申
作
品
に
指
定
の
応
募
用

紙
を
添
付
の
上
、
８
月
31
日
○日
ま
で
図
書
館

本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展 

作
品
募
集

■日
９
月
12
日
○金
〜
17
日
○水
（
作
品
搬
入
は
11

日
○木
午
前
11
時
。
16
日
○火
は
休
館
）　

■場
鶴
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岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■対
市
内
在
住
の
60

歳
以
上
の
個
人
ま
た
は
団
体　

■
種
別　

工

芸
、
手
芸
、
書
、
絵
画
、
写
真
（
１
人
２
点

以
内
）　

■申
８
月
19
日
○火
ま
で
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
☎
24
‐
８
６
４
０
へ　

■他
問
合
せ
は

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
２
で
も
可

「
環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
２
０
１
４
」 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

■日
９
月
21
日
○日　

■場
小
真
木
原
陸
上
競
技
場

入
り
口
付
近
（
屋
根
あ
り
）　

■定
先
着
20
人　

■
１
区
画　

間
口
１
・
７
ｍ
×
奥
行
４
・
７

ｍ　

■費
５
０
０
円　

■申
８
月
１
日
○金
〜
15
日

○金
に
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８
へ

鶴
岡
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
事
業 

後
期
募
集

■対
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
活
用
を
図
る

地
域
づ
く
り
事
業　

■内
補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
２
以
内
の
額
（
上
限
20
万
円
）
を
補
助　

■申
８
月
21
日
○木
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
☎
内

線
５
８
５
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課

へ　

■他
詳
細
は
市
HP
「
地
域
振
興
課
」

砂
防
ダ
ム
が
映
る
あ
な
た
の
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
を
募
集
し
ま
す 

心
に
残
る「
砂
防
ダ
ム
」写
真
募
集

■
規
格　

四
ツ
切
り
・
四
ツ
切
り
ワ
イ
ド
の

カ
ラ
ー
ま
た
は
モ
ノ
ク
ロ
写
真　

■申
９
月
30

日
○火
ま
で
新
庄
河
川
事
務
所
☎
０
２
３
３
‐

22
‐
０
２
５
１
ま
た
は
本
所
都
市
計
画
課
☎

内
線
４
７
３
へ　

■他
詳
細
は
同
事
務
所
HP

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン 

コ
ン
テ
ス
ト

■対
市
民
及
び
市
内
に
所
在
す
る
企
業
・
団
体

等　

■申
所
定
の
応
募
用
紙
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
（
植
物
の
種
類
は
不
問
）
の
写
真
を
３

〜
５
枚
添
付
の
上
、
８
月
27
日
○水
ま
で
本
所

環
境
課
内
「
環
境
つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」

☎
内
線
７
１
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ　

■他
提
出
物
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
写

真
等
は
HP
等
で
公
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

11
月
１
日
○土「
ふ
じ
し
ま
音
楽
祭
」で
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う 

「
大
地
讃
頌
を
歌
う
会
」団
員
募
集

■
練
習
日　

８
月
７
日
○木
・
21
日
○木
・
28
日

○木
、
９
月
・
10
月
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時

30
分
〜
９
時　

■場
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン

タ
ー
、
東
田
川
文
化
記
念
館　

■費
１
、
０
０

０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）　

■申
浅
賀

相
談
・
そ
の
他

生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
や
ま
が
た 

生
活
な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

■日
８
月
７
日
○木
〜
９
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後

５
時　

■
相
談
電
話　

☎
０
１
２
０
‐
39
‐

６
０
２
９

司
法
書
士
会
法
律
相
談
会

　

遺
産
相
続
、
成
年
後
見
、
多
重
債
務
等
に

つ
い
て
の
無
料
相
談
会
で
す
。
予
約
不
要
。

■日
８
月
11
日
○月
午
後
６
時
〜
８
時　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■問
司

法
書
士
秋
保
充
也
事
務
所
☎
25
‐
０
８
９
０

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

多
重
債
務
無
料
相
談
会

■日
８
月
23
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
方　

■場
・
■申
東
北
労
働
金
庫
鶴

岡
支
店
内「
田
川
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
」

☎
22
‐
３
１
４
７

離
婚
、
養
育
費
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
等 

ひ
と
り
親
家
庭
無
料
弁
護
士
相
談
会

■日
９
月
４
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
先
着
４
人　

■申
母
子
生

活
支
援
施
設
「
む
つ
み
ハ
イ
ム
」
☎
０
２
３

‐
６
３
２
‐
５
０
７
５

解
雇
・
賃
金
な
ど
職
場
の
労
働
関
係
で 

お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

■問
山
形
県
労
働
委
員
会
☎
０
２
３
‐
６
３
０

‐
２
７
９
３

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・

大
宝
館
臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

　

毎
週
水
曜
日
は
休
館
日
で
す
が
、
８
月
６

日
○水
・
13
日
○水
は
開
館
し
ま
す
。

■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
同
館
☎
29
‐
１
８
８

０　

旧
致
道
館
・
大
宝
館
…
社
会
教
育
課（
櫛

引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
８

お
盆
に
帰
省
す
る
親
戚
・
家
族
を

羽
黒
山
へ
お
連
れ
し
ま
せ
ん
か

　

い
で
は
観
光
ガ
イ
ド
の
会
が
無
料
で
国
宝

五
重
塔
へ
ご
案
内
し
ま
す
。

■日
８
月
13
日
○水
〜
15
日
○金
、８
月
毎
週
土
曜
・

日
曜
日
の
午
前
11
時
、
午
後
２
時　

■問
い
で

は
文
化
記
念
館
☎
62
‐
４
７
２
７

危
険
物
取
扱
者
及
び
消
防
設
備

士
免
状
の
書
換
え
に
つ
い
て

　

危
険
物
取
扱
者
及
び
消
防
設
備
士
免
状
は

10
年
に
1
回
、
写
真
の
書
換
え
が
必
要
で
す
。

お
持
ち
の
免
状
を
確
認
の
上
、
写
真
の
期
限

が
切
れ
て
い
る
も
の
は
書
換
え
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
消
防
本
部
、

消
防
署
・
消
防
各
分
署
に
も
設
置
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

水
温
が
高
く
な
る
と
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す 

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
ま
ん
延
防
止

　

コ
イ
の
大
量
死
や
異
常
を
発
見
し
た
場
合

に
は
、
庄
内
総
合
支
庁
水
産
振
興
課
（
酒
田

市
）
☎
０
２
３
４
‐
24
‐
６
１
６
１
へ
通
報

く
だ
さ
い
。
釣
っ
た
コ
イ
や
飼
育
し
て
い
る

コ
イ
を
、
他
の
川
や
池
等
に
放
流
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
コ
イ
ヘ
ル

ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
は
、
コ
イ
以
外
の
生
物
や

人
間
に
は
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
。

自
衛
官
採
用
試
験 

（
平
成
27
年
４
月
採
用
予
定
）

募
集
種
目

試
験
日

試
験
会
場

航
空
学
生
１
次
…
９
月
23
日
○火

市
内
ま
た
は

酒
田
市

一
般
曹

候
補
生

１
次
…
９
月
19
日
○金
・

20
日
○土
午
前

２
次
…
10
月
13
日
○月
・

14
日
○火

１
次
…
市
内

２
次
…
陸
上

自
衛
隊
神
町

駐
屯
地

自
衛
官

候
補
生

（
男
子
）

筆
記
…
９
月
19
日
○金
・

20
日
○土
午
後

身
体
検
査
・
口
述
…
10

月
５
日
○日
〜
８
日
○水

筆
記
…
市
内

身
体
検
査
・

口
述
…
陸
上

自
衛
隊
神
町

駐
屯
地

自
衛
官

候
補
生

（
女
子
）

筆
記
・
身
体
検
査
・
口

述
…
９
月
26
日
○金

陸
上
自
衛
隊

神
町
駐
屯
地

■
受
付
期
間　

８
月
１
日
○金
〜
９
月
９
日
○火　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所

☎
22
‐
０
４
６
６
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　もともと私は鶴岡に戻って就職し、伝統工芸の仕
事に携わりたいと考えていました。短大2年生だ
った昨年、母からの勧めもあり、夏休みに関川しな
織センターを見学しました。10月には「しな織姫」
として関川しな織まつりに参加し、本格的な機織り
を体験。作業は意外と力が要り、大変きつかったの
ですが、自分の手で仕上がっていく作品を見て、と
ても楽しく感じました。私のしな織への興味はます
ます強くなり「しな織研修生」への応募を決心。採
用通知を受けたときは本当にうれしかったです。
　しな織研修生は２年間、地区内の摩耶寮に住み込

み、しなの木の皮はぎから、しな布を織り上げるま
での全工程を学びます。先輩からの丁寧な指導のお
かげもあり、本当に良い環境でしな織に取り組めて
いると思います。私もオリジナルの自分らしい作品
を作れるように頑張りたいですね。
  しな布は、もととなる糸1本 1本の質感、色、太
さが違うので、全ての作品が個性を持って出来上が
るし、そこが手作りの良さだと思います。「しな織
の里ぬくもり館」では多くの作品を展示・販売して
いますので、皆さんからもしな布の魅力に触れても
らいたいですね。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

個性的な「しな布」の魅力を伝えたい

髙
た か は し

橋 明
あ き こ

子 さん　（温海・関川）

　関川しな織協同組合では、しな
織の後継者を育成するために、全
国から研修生を受け入れています。
髙橋さんは今年４月、初の本市出
身の研修生となり、「自分らしい
作品を作りたい」と日々頑張って
います。

つ
ち
だ
よ
し
は
る
絵
本
原
画
展              

「
く
ま
く
ん
図
書
館
」

■日
８
月
31
日
○日
ま
で   

■場
庄
内
町
内
藤
秀
因
水
彩
画
記
念
館   

■問

庄
内
町
立
図
書
館
☎
０
２
３
４
‐
43
‐
３
０
３
９   

■他
８
月
16
日

○土
は
土
田
義
晴
氏
に
よ
る
サ
イ
ン
会

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財               

「
杉
沢
比
山
」
公
演

■日
・
■内
８
月
６
日
○水
…「
仕
組
」   

15
日
○金
…「
本
舞
」   

20
日
○水
…

「
神
送
」    

■時
午
後
７
時   

■場
遊
佐
町
杉
沢
熊
野
神
社   

■問
遊
佐
町

教
育
委
員
会
教
育
課
☎
０
２
３
４
‐
72
‐
５
８
９
２

町
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎                            

三
川
町
納
涼
祭

■日
８
月
23
日
○土
午
後
5
時
〜
9
時   

■場
三
川
町
公
民
館
駐
車

場 

（
雨
天
時
は
同
公
民
館
ホ
ー
ル
）   

■内
よ
さ
こ
い
、
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
テ
ン
ト
夜
店
等   

■問
三
川
町
観
光
協
会
内
「
納

涼
祭
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
66
‐
４
６
５
６

酒
田
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者

募
集
‐
酒
田
つ
や
姫
マ
ラ
ソ
ン
‐

■日
10
月
19
日
○日
午
前
9
時
50
分
ス
タ
ー
ト　

■場
酒
田
市
光
ケ
丘
陸

上
競
技
場
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）    

■費
大
人
…
４
、０
０
０
円      

高
校
生
…
２
、０
０
０
円   

中
学
生
以
下
…
１
、５
０
０
円   

■申
９

月
１
日
○月
ま
で
要
項
付
随
の
郵
便
振
替
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
酒
田
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
「
酒
田
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
０
２
３
４
‐
26
‐
５
７
８
２

へ   

■他
参
加
区
分
・
参
加
特
典
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
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平
成
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年
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号
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平
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年
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月
１
日
発
行 
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環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（体罰その他教育全般）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00〃　　（障がいのある子の就学）

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・いじめ・発達等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15高 齢 者 に 関 す る 相 談 鶴岡市地域包括支援センター☎29‐4180

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

今月の各種相談窓口開設日　8/4～9/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 12日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線214 22日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線227 19日○火13：30～15：30・羽黒福祉センター

櫛引庁舎総務企画課☎内線213 ６日○水、９月３日○水10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線410 19日○火13：30～15：30・朝日山村開発センター

温海庁舎総務企画課☎内線312 18日○月13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 21日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 22日○金13：00～15：30・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ９日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ専門医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血　8/4～9/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362
月　日 受付時間 会　場
８．６○水 ９：00～11：00 山形トヨペット㈱鶴岡店

９○土 10：00～11：30 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：00～16：00 　　　　〃
13○水 9：30～11：30 市役所本所
〃 13：00～15：30 　　〃
19○火 〃 鶴岡警察署
26○火 ９：00～11：30 鶴岡中央工業団地管理センター
〃 13：00～15：30 〃

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成26年６月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：133,667 人
　　 （男：63,656 人、女：70,011 人）
　世帯数：48,378 世帯

→
メ
ー
ル
は

　
こ
ち
ら
か
ら

→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
こ
ち
ら
か
ら


